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誰が「課金する」？ 
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週刊朝日（ 2012年05月25日） 

引換券が２枚余ったが、髪形（約３
５０円）や高級スーツ（約３００
円）は課金しないと手に入らない。 
やはりイケメンアバターへの道は遠
い 。 



二通りの用法 

一般的な用法 

{ホテル，会社,…}が 

{ユーザー,顧客,…}に 

{宿泊料,通話料,…}を 課金する 

一部の用法 

{私,ユーザー,…} 

{ソシャゲ，パスドラ,RO…}に 課金する 
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用法の調査 
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こういう事情の
もとで，2002年
ころから使われ
だしたらしい 



今日の話題 

自他同形について 

 

時代によって項構造が変わってきた表現につい
て調べました 
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自他同形 
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自動詞or他動詞 

英語の自動詞と他動詞→統語的に決まる 

前置詞を通さずに名詞を目的語としてとるか 

受動文を作ることができるかどか 

 
日本語の自動詞と他動詞 

A:動作行為が動作主自身内で完結するか（意味的基準） 

B:ヲ格をとるか 

注：第2種の他動詞 

答える，逆らう，ぶつかる等はニ格をとる 
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自他同形について <現代日本語文法2> 

自他同形 

自動詞と他動詞が対応をもち，それぞれ同じ形 

 

和語では自他同形のものはそれほど多くない 

話が終わる 話を終わる 

危険がともなう 危険をともなう 

漢語語幹や外来語語幹をもつスル動詞は自他同形のもの
が多い 

喫茶店が開店する 喫茶店を開店する 

喫茶店がオープンする 喫茶店をオープンする 

作品が完成する 作品を完成する 
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“自他同形”ではないもの <現代日本語文法2> 

同じ動詞が自動詞と他動詞の用法をもっている
場合にも自他同形ではないことがある 

風が吹く ←→ *風を吹く 

*笛が吹く ←→ 笛を吹く 

用法によってなる場合とならない場合がある 

作品が完成する←→作品を完成する 

ビルの建設が完成する←→?ビルの建設を完成する 
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その他の動詞 

3つほど紹介 
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誰が「募金する」？ 
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朝日新聞（ 1987年01月30日） 

集会があると共同募金の箱が回され、
市民が快く募金する姿が見られる。 



「募金する」の語義 

三省堂国語辞典第6版 

寄付金などを集めること。また、その集めたおかね。「―活動」 

 

明鏡国語辞典第2版 

①寄付金などを一般から集めること。また、その金。「―を呼びかける」「―に応じる」

「多額の―が集まる」▽主催者側からいうことば。 

②〔俗〕①に応じて、金を寄付すること。また、その金。「難民救済のために多額の―を

した」「―を差し出す」▽主催者側の言い方をそのまま受けて言ったもの。 

 
岩波国語辞典第7版新版 

寄付金などを広く一般からつのること。「街頭―に応ずる」 

▽醵金(きょきん)・寄付する行為の意は一九八〇年ごろ学校から広まった誤用で、現在かな

り多用。教師が言った「―のお金を持って来なさい」などを寄付の金銭と誤解したせいか。 
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貸し切る(≠借り切る)のは誰? 
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朝日新聞（ 1994年11月16日） 

実行委が映画館を期間中貸し切る形
で、３５ミリフィルムによる九日間
の本格上映が実現した。 

朝日新聞（ 1985年5月23日） 

航空輸送では、複数の荷主が貨物機
を１機借り切ることができるように
したり、 



「手術する」は自他同形? 
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朝日新聞（ 1984年09月26日） 

のちに、顕微鏡下で〇・二ミリほど
の新生児の胆道を手術する方法を開
発した。 

朝日新聞（ 1984年12月31日） 

近所の話では、山岸さんは数年前に
白内障で手術するなど目が悪く、足
も悪かったらしい。 



まとめ 

項構造も時代変化がありそうだ 

中澤和夫の研究(2001)が参考になりそう 

 「輩出スル」（自）が「排出する」（他）をモ

デルに「輩出スル」（他）へ変化したという説 

 

定着するまでは「誤用」 
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